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（公財）札幌国際プラザ
多文化交流部

オンラインイベント「日本語で話そう！」

令和３年１月～３月
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開催日時：
令和3年
1月24日（日）13：00～14：30
1月28日（木）19：00～21：00
2月20日（土）13：00～14：30
2月25日（木）14：00～15：30
3月14日（日）10：30～12：00
3月14日（日）14：00～15：30

講師：

式部 絢子 氏
北海道大学・北海道教育大学
非常勤講師、秩父別町多文化交
流コーディネーター

大井 裕子 氏

（一社）北海道日本語センター

理事、札幌大学・北星学園大学

非常勤講師 日本語ボランティ

アグループ「窓」所属

阿部 仁美 氏

（一社）北海道日本語センター

理事、北海道大学・札幌市立大

学非常勤講師 日本語ボラン

ティアグループ「J.WORKS」所

属

主催（公財）札幌国際プラザ

オンライン講座の様子 2/20

オンライン講座の様子 3/14

令和3年1月24日～3月14日、「日本語で話そう
！」を開催しました。これは、日本語を学習する
外国人と日本人学習支援者が、オンライン上で
会話を楽しむイベントです。

日本人参加者は、令和2年11月～12月に実施
した「日本語学習支援者になるためのオンライン
講座」を修了した48名の中から募りました。

外国人参加者は、当財団の食糧支援でつなが
りのある人に声がけしたほか、ホームページ、メ
ールマガジン、Facebookなどで募集しました。

オンライン上で話す際の独特な難しさもありま
したが、画面越しでもお互い一生懸命話し、相手
の言葉に耳を傾けました。最初は緊張した面持
ちだったのが、徐々に打ち解けていく姿や、互い
に知らない人同士が出会って話をすること自体
を楽しんでいる様子が見られました。

日本人参加者は、学習支援者になるための講
座で学んだこと、「よく聴く」「対等な関係」「互い
の文化を尊重する」「相互理解」を実践していまし
た。

参加した外国人からは、「コロナ禍でこのようなイベントがあって嬉しかった。」

「日本の方は優しく簡単な日本語を使って話したので、分かりやすかったです。」
などの感想がありました。

事業継続を望む声も数多くいただきましたが、いったん３月で本事業は終了しま
す。次年度、新たな形で事業展開するための準備をしていく予定です。

今後も札幌国際プラザは、在住外国人のみならず、日本人にも住みやすい札幌
の多文化共生の推進をはかるための事業を行っていく予定です。

実施日 外国人参加者数 日本人参加者数

1月24日（日） 14人 20人
1月28日（木） 17人 16人
2月20日（土） 14人 14人
2月25日（木） 8人 7人
3月14日（日）AM 6人 12人
3月14日（日）PM 6人 8人
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